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いて幕府 も国政上大 きな位置を占めており、中世前期から国家権力を掌握 していたのは幕府である
との見解 もあり、 また中世 には東国と西国の二国家が存在 しており、天皇は西国国家の首長であっ
たとの説 もある。一方、日本中世の国家体制は公家 ・武家 ・寺社勢力等の諸権力の相互補完によっ
て形成された権力であり、この国家体制は平安期から室町期まで続 き、王権は弱体なが らも天皇に
あったとする 「権門体制論」 も有力である。皿部収録の論文は王権をめぐる天皇 と武門の相剋依存
関係を追求 したものであり、室町期の権力形態と、王権の様態を究明 しようとしたものである。さ
らに祭祀 に関わり、教権を掌握 していた天皇が、観念的 ・神秘的な存在 として位置付けられていた
ことは周知の事実である。天皇は 「権威の源泉」として様々なものに権威を付与 し、権威付けされ
たものを正当化する役割を担 っていた。1部 の論文はこのような天皇の観念的 ・宗教的権威にっい





























































































補 論 南北朝の内乱 と変革
第2章 寺社縁起の世界か らみた東国
1寺 社縁起と 「動物」
2東 国の寺社縁起一 『日光山縁起』 と 『神道集』と 『諏訪大明神絵詞』
3畿 内 ・西国と寺社縁起
4諏 訪の 「勘文」と殺生禁断


























1部 は主 として中世前期の天皇制に関す る論文を中心 として論 じた ものであり、観念的権威 ・身
分制を中心的な論題 としている。天皇制は巨大な権力機構であり、その支配思想は圧倒的な影響力
を持っていた。古代以来天皇制が存続 してきた理由の一っは、天皇制の中に観念的 ・宗教的 ・神秘
的権威が存在したことである。 ここでは中世天皇制の観念的権威にっいて論及 したものである。、
第1章 「中世 における天皇の呪術的権威 とは何か」は成立期の中世天皇制について論 じたもので
ある。天皇制を支えた観念的 ・宗教的 ・呪術的権威の形成 と特質、さらにその中世的展開を見よう
としたものである。考察の中心にすえたのは、密教 ・神道等に大 きい影響を与えた陰陽道である。
陰陽道を分析対象 としたのは、天皇制の持っ呪術性がその中に鮮明にみられるか らである。平安期
の陰陽道を検討することによって、触臓思想 と天皇制 との関わりをみ、天皇を中心 とする浄稜の関
係を論 じ、天皇をもっとも 「聖」「浄」なるものと位置付け、天皇(平 安京)か ら離れれば離れ る
ほど、「臓」が強 くなっていくという思想構造が形成され、 このような浄機の同心 円関係が中世身
分制の基礎 として定着 したとする。 さらに平安京周縁の河川を生活の場とする人々の身分や社会的
地位にっいても言及 している。第二章 「四角四堺祭の場に生 きた人々」は薇や疫神が山城国や洛中




を 「賎」・「稼」なる者 と見なしたり、追放 したりす る観念の形成に大きな役割を果たしたことを指
摘するとともに、洛中の境界地に存在 した釘貫なる構築物を通 して都市の周辺の呪術性についても
論 じている。第三章 「抜頭の舞」は舞楽の曲の一っである 「抜頭」と、中世成立期の民衆運動 とし
て著名な 「永長大田楽」との関連を検討 したものである。「永長大田楽」の中で 「抜頭」 の舞がな
されるのであるが、この両者に共通する意識を探ることにより、中世の民衆意識 ・文化の深層構造






を護衛するということは、暴力的に危害を加えるものから、天皇を守 るというだけで はなか った。
怨霊や稼、疫神 ・疫鬼等から天皇の身体を護衛することも重要な任務であった。このような衛門府
の任務について、稜の祓 という観点から検討 したものである。第5章 「ケガレ観と鎌倉幕府」は幕
府の支配思想について、鎌倉幕府と天皇制の関わ りか ら論 じた ものである。中世における東国 と西
国にはかなりの相違があるが、 この相違をもとにして、幕府を中心とした東国の地域を東国国家と
みなす見解がある。東国国家 と規定することに必ず しも賛成するわけではないが、「東国国家」 の
国王たる将軍の在 り方については 「西国国家」の国王たる天皇と比較 しなが ら分析することが必要
と考え、将軍が保持するようになった 「聖」「浄」なる観念について検討を加えたものである。 さ
らに 「東国国家」の文化 ・思想 ・イデオロギー等にっいて も論 じている。第6章 「中世国家と領域
観」は日本中世の国家意識と国家領域観にっいて論 じたものである。中世国家の境界地を臓地 とみ




くなるという観念があったことを明 らかにし、 この様な観念の中で天皇は国王 として名 目的な地位
を維持 して、何重ものタブーと儀礼に取 り巻かれた観念的権威 として存在 し続 けたことを論 じた。
H「 南北朝動乱期の社会と思想」は南北朝動乱時代の社会 と、その時代に生 きた人々の意識 ・思









の社会的結合の在 り方と関連 しながらみ、徳政 という政治思想にも触れながら課題 に迫 っている。
補論 「南北朝内乱 と変革」 は南北朝動乱期の研究史の整理を したものである。第2章 「寺社縁起の








る。第3章 「中世後期の雑芸者と狩猟民」 は、謡曲 「善知鳥」を主要な題材 として、中世後期の漁
師 ・漁夫、狩猟民に対する社会意識を見ようとしたものである。謡曲においては殺生でもって生計
をたてている人々の苦悶、悲劇を扱った曲が多い。 さらに乞食 ・身体障害者 ・狂女 ・遊女 ・山賊 ・
夜盗 ・放下僧 ・人買等の流浪 ・漂泊の人々を好んで素材 として取 りあげている。曲の内容は雑芸者
`
であった猿楽の演者が流浪 しなが ら得てきたものが多い。それゆえ民間伝承を豊富に内包 し、当時
の社会意識や民衆文化を豊富に内在 している。 この章では畿内に流布 した文芸の題材に狩猟民や漁
夫が多く見 られることより、殺生を職業 とする人々に対す る畿内社会の強い賎視観をみ、さらに当
時の雑芸者の存在形態にも言及 している。
皿 「室町幕府と王権」は室町時代の公武関係を主 として論 じたものである。1・H部 が天皇制と
観念的権威、中世 の身分制に関わる問題 にっいて検討 してきたのに対 して、 ここでは権力の問題に




生命力で復活 して くる。南北朝 ・室町期において、天皇の持 っている権限が奪われていく過程 と、











するとともに、義満の 「仰」を奉 じるなどして義満政権を支えた。義満政権は公武を 「統合」 した
権力であることを指摘するとともに、北山殿、室町殿における評定の実態等についても触れている。
第三章 「義持政権をめぐって」は、足利義持政権の確立過程を論 じたものであり、上杉禅秀の乱以
後の京都政界の動向を詳述 している。 この中で義満が死去 した以後の幕府 と鎌倉府の不安定な関係、
南朝の動向、守護勢力の動きをみ、さらに有力守護と義持の近臣との確執を禅秀の乱の事後処理を







の支配機構や観念的権威 は依然として存在 してお り、幕府側の内紛により幕府の権威が低下むたこ
とにより独 自の活動を始めたことを指摘できる。さらに久 しく絶えていた治罰の論旨も発ぜられる
ようになる。義満政権以後王朝権力の実質部分は幕府に完全に吸収 されたかに見えたのであるが、
統治権に関わる宣旨 ・院宣 ・編旨が発給され るようになったことより、再度朝廷側が統治権を行使
するようになったことを論 じ、王朝権力の復活について注 目している。
現在、幕府研究はやや停滞的であるが、中世の公家権力に関わる刺激的な論文が多 く発表芯イれて






















論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、序論 と全皿部から構成 される。序論は、中世天皇制や中世国家にっいての研究史と本
論文の論点を記 している。
第1部 は、天皇の観念的権威、中世身分制を主論題 とす る。第1章 「中世における天皇の呪術的
権威 とは何か」は、中世天皇制を支えた観念的 。宗教的 ・呪術的権威の形成と特質を陰陽道の分析
を通 して検討 し、天皇を中心 とする浄稜の同心円関係が中世身分制を規定 していると論 じている。
第2章 「四角四堺祭の場に生 きた人々」は、平安京の四隅、山城国の四堺が触繊思想と密接な関わ
りをもっ陰陽道の祭 りの場であると指摘 した上、その場に生 きる人々を蔑視する社会意識を追究 し、
その祭りが 「賎」・「臓」の観念形成に大 きな役割をはたしたと指摘する。第3章 「抜頭 の舞」 は、
中世の民衆意識 ・文化の深層構造に迫る立場から、舞楽の 「抜頭」 と中世成立期の民衆運動である
「永長大田楽」との関連を検討 し、舞楽の 「抜頭」の中に天皇を最も 「聖」・「浄」 とする中世身分
制意識をみて、民衆の浄繊観、身分意識の変化を追究する。第4章 「衛門府 とケガレのキョメ」は、
天皇の武力護衛機関である衛門府が怨霊や臓、疫神、疫鬼等から 「聖」・「浄」なる天皇の身体を護
衛することをも任務 としていたと論 じる。第5章 「ケガレ観 と鎌倉幕府」は、幕府の支配思想を中
世天皇制 との関わりで論 じ、将軍が保持するようになった 「聖」・「浄」なる観念について検討する。
第6章 「中世国家 と領域観」は、中世国家の境界地を臓地 とみなす中世国家の領域観の形成にっい
て検討 し、それが天皇の観念的権威を構成する浄稼の同心円構造 と深 く関係するものであることを
明らかにする。
第H部 では、南北朝動乱期の社会と、その時代に生 きた人々の意識 ・思想 ・文化を取り上げ、東
国社会 と西国社会の差異と特質にっいて も言及する。第1章 「南北朝動乱期の社会と思想」は、こ
の期の 「殺生禁断」の意識、殺生を業とする非農業民の社会的在 り方、殺害および私的復讐と 「惣」
結合の在 り方等を検討 し、 これ らの動きは 「無縁」ではなく強い 「有縁」の原理、排除の論理を前
提に理解され ると説 く。第2章 「寺社縁起の世界か らみた東国」は、『日光山縁起』・『諏訪大明神
絵詞』。『石山寺縁起』等に動物殺生の在 り方を探 り、東国では動物を殺すことに罪悪感がな く、殺
生禁断とする畿内 ・西国との差を通 して東国社会の特質を検討 している。第3章 「中世後期の雑芸
者 と狩猟民」は、謡曲 「善知鳥」の内容は雑芸者である猿楽の演者が流浪 しなが ら得たものが多い
と述べ、その一つ 「東国の狩猟民」の蓑笠姿のもっ意味等を検討 し、畿内社会に殺生を業とする民
に対する蔑視観があることを検証 している。






権では将軍に近侍する王朝勢力の利益代表となるとともに、将軍の 「仰」を奉ず る役割を演 じてい










儀礼 ・身分秩序 ・社会意識等の諸側面から究明 したもので、関係史料を博捜 し複雑な問題を広い視
野か ら整理 し論述は説得的である。 とくに室町幕府と王権 にっいての研究には幾多の新知見があり
斯界の学問的発展に寄与す るところ少なくない。
よって本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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